
2014ソチ五輪選手選考プロセス（スケルトン） 
１．選考日、期間：平成２５年８月１７日、１８日 
２．場所：平成２５年８月１７日、１８日 

３．対象者：高橋弘篤、笹原友希、近藤圭祐、阿藤範康、
羽入田譲、番場裕之、渡辺瑞基、菊池貴志、田山真輔、
小室希、大向貴子、中山英子、米倉理絵、明石七海、 

小林真衣、その他若干名（若手有望選手、高いスプリント
能力を有した選手） 
４．選考項目と基準：プッシュタイムと「2011-2014 日本ス

ケルトン競技選手選考計画」（添付資料参照）を基に第一
次海外派遣選手選考案を作成する 
５．選手決定日：9月上旬競技委員会 

第1次選考会 第２次 最終選考 

１．選考日、期間：平成２５年度９月２２日 全日本プッシュ選手
権大会 
２．場所：長野市スパイラルプッシュトラック 
３．対象者:高橋弘篤、笹原友希、近藤圭祐、阿藤範康、羽入田

譲、番場裕之、渡辺瑞基、菊池貴志、田山真輔、小室希、大向
貴子、中山英子、米倉理絵、明石七海、小林真衣、その他若干
名（若手有望選手、高いスプリント能力を有した選手） 
４．選考項目と基準：プッシュタイムと「2011-2014 日本スケルト

ン競技選手選考計画」（添付資料参照）を基に第二次（最終）海
外派遣選手選考案を作成し、最終決定の準備をする。 
５．選手決定日：9月中旬競技委員会 

１．選考日、期間：10月～1月末 
２．場所：海外 
３．対象者：ＷＣ、ＩＣＣ、ＥＣ、ＡＣ出場選手 

４．選考項目と基準：国際連盟から公表される国別参加枠に従い、目標であるメダル獲得の
可能性がある選手を国際ランキングの上位から選出、検討、決定する。 

・国際連盟からの参加枠公表を待たなくとも、取り組みの内容から加枠が先読み出来、メダ
ル獲得の可能性がある選手がいた場合には内定をし、全日本選手権前に内定発表を行う。 
 ・選手選考は、目標達成を第一に考え行う。 
 
５．選手決定日：2014年1月予定 JOCからの通達を待って、日本連盟理事会にて決定。  
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